
利
相
艦
さ
Ａ

嗜́
芸
ヽ

マ
ゝ
初
一
（
Ｃ
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一幅
躙
∝
い
「
　
　
　
Ｅ
い
、
Ｃ
っ
っ
ト
ル
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ぶ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
副
理
事
長
が
講
演

木
材
を
燃
や
し
て
発
電
す
る
本

一能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
を
電

質
バ
イ
オ
マ
ス

（生
物
資
源
）
発

一カ
会
社
が
事
業
者
か
ら

一
定
価
格

電
を
考
え
る
学
習
会
が
１４
日
、
東
一で
買
い
取
る
）
固
定
価
格
買
い
取

御
市
中
央
公
民
館
で
あ

っ
た
．
大

・り
制
度
の
対
象
と
な
り
収
益
が
見

手
ゼ
ネ
ョ
ン
清
水
建
設

（東
京
）

一込
め
る
た
め
、

全
国
で
本
質
バ

が
同
市
羽
毛
出
で
進
め
る
発
電
所

一イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
が
相
次

建
設
を
受
け
、
市
民
有
志
ら
が

一い
で
い
る
」
と
紹
介
し
た
。

主
催
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
放
射

一　
施
設
の
安
定
稼
働
に
は
燃
料
と

能
監
視
セ
ン
タ
ー

（東
京
）
の
青

一な
る
未
材
の
安
定
確
保
が
不
可
．欠

木

一
政
副
理
事
長
が
糞
演
し
た
。

一と
し
、
　

一多
く
の
業
者
が
燃
料

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
東
京
電
力
描
島

．と
し
て
想
定
す
る
間
伐
材
は
見
込

第
１
原
発
事
故
後
、
人
気
中
の
放

射
線
量
の
測
定
な
ど
を
手
掛
け

る
っ
青
木
さ
ん
は

「
（再
生
可

一
一

磁ｆ
一

．ｍ
一
譲

東御で20年稼働予定

本質バイオマス発電学ぶ

胃噺 線の輸送人員

本
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

解
説
す
る
青
木
副
理
事
長
（左
奥
）

み
ほ
ど
調
達
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
」
と
説
明
。

大
規
模
施
設
で

は
建
築
廃
材
や
輸
入
材
で
補
い
、

福
島
第
１
原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ

た
本
材
が
チ
ッ
プ
化
さ
れ
て
流
通

す
る
懸
念
も
あ
る
―
と
し
た
。

２
０
２
０
年
稼
働
を
目
指
す
東

御
市
の
発
電
所
で
は
、
東
信
の
森

林
組
合
な
ど
か
ら
間
伐
材
や
松
く

い
虫
の
被
審
木
を
調
達
し
て
燃
料

に
す
る
計
画
．
出
席
者
か
ら
は

「
（施
設
の
冷
却
水
な
ど
で
）
地

下
水
の
減
少
が
心
配
ｃ
住
民
へ
の

十
分
な
情
報
提
供
も
な
く
業
者
に
一
を
行
っ
た
り
し
て
、
下
垣
ず
〓
養

着
工
さ
せ
た
市
に
怒
り
を
感
じ

一業
に
な
丼費

，
■

，
壬
三
⌒■
言
Ｌ

る
一　
一八
重
原
の
男
性
）
な
ど
の

一め
を
か
け
る
こ
と
が

天
ザ

一
と
助

声
が
出
た
。
青
木
さ
ん
は

「業
一者

一
露
し
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
協
定
を
交
わ
し
た
り
大
気
測
定

一

別
所
線

輸
送
人
員
馬
％
増

‐８
年
度
事
業
収
入
は
日
％
費
少

上
国
電
鉄
（上
田
市
）は
１５
日
、
　
っ
た
馬
二
贅
二
三
〓
Ｉ
一
二
三
戻

２
０
１
８
年
度
の
別
所
線
の
輸
送

ぅ́
ｔ

　

一
て
、

十三

二
■
百
三
の

人
員
と
鉄
道
事
業
収
入
を
発
表
し

響
≡
．・
■
〓ｆ
一
．
Ｉ
〓
Ｉ
Ｉ
Ｏあ

た
。
輸
送
人
員
は
、
前
年
度
比
一り
、
■
一喜
一墓
〓ｆ
　
ｆ
一―
■
％

１

・
５
％
増
の
１
２
９
万
９
１
〇
一●
力
２
言
≡
二
〓
Ｉ
一
■
Ｆ
ｉ
つ

６
人
で
、
善
光
寺
御
開
帳
が
あ
〓

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（一一一一
．

一一
．ヽヽ
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一
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華

一

一一
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一
一

一

〓ヽ

．
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一

一員
の
う
一

三
歎
が
前
を

一工
万
７
８
４

・
６
一％
減
の
一

一一一
二
一一
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上
国
市
の
Ю
代
投
票
率
踊
◆Ｍ
％

県
議
選

全
世
代
を
２‐
群
下
回
る

″一　
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
１５

一日
、
７
日
投
開
票
の
県
議
選
上
国

勝
　
一市

ヽ
小
県
郡
区

（定
数
４
）
の
同

一饉

一市
の
年
代
別
投
票
率
を
ま
と
め

一た
。

１０
代
全
体

（１８
、

‐９
歳
）
は

一２５

・
５４
％
で
全
世
代
の
４６

・
６８
％

一を
２‐

．
１４
●
下
回

っ
た
。
市
選
管

は

「期
日
前
投
票
や
投
開
票
日
が

織
れ
ず
春
の
転
出
入
時
期
と
重
な
り
、
市

一
●

一内
に
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
市
外

一
一
一
へ
引

っ
越
し
、
投
票
し
な
か
っ
た

一
一
二
人
が
多
い
」
と
分
析
．
今
後
も
市

一
帥
一
中
↓
鯖
講
勲
″
』
嫌
れ
に
鶴
籠
盛

一し
て
い
る
。

´
ｆ

一　
‐８
歳
と
‐９
歳
の
当
日
有
権
者
数

一は
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
１
人
、

１

一４
５
８
人
で
、
投
票
者
数
は
４

２
４
人
と
３
０
ｌ
Λ

警
繋
一
　

用
上
村
議
選

事
前
審
責
に
一

は
盤
歳
が
３０

，
７０
％
で
１９
歳

（２０

．　
川
上
村
選
挙
管
理
一本蓄
員
会
は
Ｉ

ｔ
壼
三
〓

ヽ

一
一

．
６４
％
）
を
１０

・
０６
０
上
回
る
）^
一日
、
任
期
満
了
に
伴
い
１６
日
き
示
、
Ｈ
〓
＾
一≡

一
〓
書
ギ
■
Ｆ
■
義
っ

爵
歳
は
高
校
在
学
中
に
主
権
者
教

一れ
日
投
開
票
の
統

一
地
方
選
で
■

■
十
Ｌ

・■
Ｆ

二́
，

一
一

一
二
候

育
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
、

同

一う
村
議
選

一定
数
１０
）
の
立
候
祥

桑
三

二
一
一　

・二
一一
一
　

■
一〓
数
と

居
す
る
親
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、

一届
け
出
書
類
の
事
前
審
査
を
村
役

」
｛・̈
３

■
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■
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